
2009年11月21日（土）13：30～17：00
豊橋市職員会館５階

市野和夫（設楽ダムの建設中止を求める会代表）

シンポジウム 「設楽ダム建設事業を検証する」

第２部 テーマ： 「利水…東三河地域の水需給と設楽ダム」

報告７

「事実ではない “少雨化による供給不足”
を前提とした設楽ダム計画」



2/20供給低下

ダムで補給



フルプラン変更時の審議会資料



国土審豊川部会資料







安定供給可能量（近2/20）

既設 都市用水 約６２％

設楽ダム建設後 同上 約79％



国土審豊川部会資料

需要予測値と
供給可能量

実 績 値

渇水年の供給可
能量



国土審豊川部会資料

高い需要の伸びを予測



フルプラン変更時の審議会資料



少雨化のグラフの基になったデータについて

・石田上流における観測所の年雨量平均値

・期間： 1947年から2002年まで

・使用観測所： 国交省 12観測所

---------------------------------------------------------------------

各観測所ごとのデータ期間

1947~ ：布里、田口

1955~ ：川合、新城

1956~ ：豊邦、高里、海老、山吉田

1966~ ：田峯

1979~ ：宇連

1980~ ：八橋

1982~ ：高松

---------------------------------------------------------------------

計算方法： すべての観測所の年雨量を単純平均
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同じデータを使ってグラフ表示・計算をしてみた結果

近似曲線（点線）の信頼度を示すR2値が1%に満たない



布里・田口（国土）

y = -1.7161x + 2521.6

R2 = 0.004

y = 2.1939x + 2444.1

R2 = 0.0065
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観測期間の長い布里と田口の観測点の年降水量では少雨化傾向はみられない



気象庁の見解



年降水量の推移　（作手1978～2007年）　mm/年

y = 0.5219x + 2323.7

R2 = 1E-04
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豊川流域の作手（新城市）のアメダス（気象庁）データでも変化傾向はない



豊川用水の水源ダム地点の年降水量も減少傾向にはない



60－－377

総貯留容量 9800万m3

6000万m3の不特定容量は、

少雨化傾向による供給施
設の安定供給量の低下に
備え

また、

流水の正常な機能の維持
のために使う

とされるが？？？

結論： 設楽ダムは少雨化の前提が
なければ、利水上まったく必要がない

少雨化



節水日数と年降水量（作手）
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豊総完全運用

観測史上最少雨量

豊川総合用水事業で完成した施設の全面運用後、水供給は能力は余裕がある

H18年4月以降、現在まで連続無節水の記録を更新中である



長良川・木曽川・矢作川・豊川・天竜川の各水系は導水路・用水路・水道管で結ばれている


